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連携した結果に対する意見または評価

　現場と就労Ａ型事業所が連携を図り、高齢者施設での食事の提供業務をして頂いています。

　就労者の方々の仕事は丁寧で綺麗であり、急な食事の変更も嫌な顔ひとつもせずに、対応

して頂いて感謝しています。

今後の連携強化に向けた課題

　なった。病欠なども重なり、一時的に作業量が増えた

　時期があった。

　で作業内容が向上している。

実施した結果：安定した出勤が出来ている。継続すること

得られた成果：経験年数を重ね、安定して出勤できた。

　一名、勤務時間を増やすことができた。

課題点：高齢のため一名退職をして、新たに一名配属に

地域連携活動のねらい：利用者の働く場を提供し、社会

　復帰への手助けをする。

地域にとってのメリット：利用者と共に働くことに

対象者にとってのメリット：安定した生活が送れる。

　また、一般就職復帰への準備ができる。

　よって、障害者への理解が深まる。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ワークショップ道の家

住　所 佐賀県武雄市武雄町大字富岡11083番地1

4111400224

村島　保

令和6年度電話番号 0954-26-8106

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 九州ライフ（有料老人ホーム白石の杜） 担当者名 村井　浩二

　　昨年度と同じく継続して頂ければ幸いです。

　関する業務（調理補助、盛付、配膳、洗浄）

利用者数：７人（一日あたり4～6名）

活動場所：有料老人ホーム白石の杜（厨房）

実施日程：３６５日

実施した生産活動・施設外就労の概要：

　有料老人ホーム内の食事（朝・昼・夕食）に
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